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問題と目的 
子どもが抱えるコミュニケーションの困難には，社会性の

未熟さやストレス対処が影響していると考えられる。 

社会性の向上に重要な要素である共感性には，視点取得・

共感的関心・個人的苦痛・ファンタジーの4 因子があり(Dav

is，1980 ; 長谷川ら，2009)，視点取得と共感的関心は向社

会的行動を促進し，個人的苦痛は向社会的行動を抑制する(長

谷川ら，2009)。 

一方，ストレスの低減に重要な要素であるストレスコーピ

ングは，問題解決・認知的再解釈・情緒的サポート希求・回

避的対処・感情表出の5因子があり(杉山・児玉，2010)，積

極的なストレスコーピングを促進するか回避的なストレスコ

ーピングを抑制すると，ストレス反応が低減する(三浦・上里，

2002；江口・濱口，2018)。 

そして，共感性やストレスコーピングには家族コミュニケ

ーションが密接に関連する。浅野ら(2016)は，養育者の受容

が子どもの受容認知を介して子どもの共感性を高くすること

を指摘している。また江口・濱口(2018)では，児童の主張性

(自己表明・他者配慮)が回避的なストレスコーピングを抑制

し，ストレス反応の低減に寄与することが示されている。つ

まり，子どもの主張性を促す家族コミュニケーションをして

いる家庭の子どもの方が主張性を発揮しやすく，その結果，

ストレス反応を低減させるストレスコーピングを行いやすい

と考えられる。よって，家族コミュニケーションにおいて，

養育者が受容的であると子どもが認知し，主張性が促されて

いると，子どもの共感性及び適切なストレスコーピングの選

択が促進されると考えられる。また，親の関わり方をモデル

とした学習が生じることによっても，間接的に子どもの共感

性が高まったり，ストレス低減において適切なストレスコー

ピングを促進したりすることも考えられる。 

ところで，養育態度を受容的であると認知する要素として，

温かさを感じる養育者の応答性が重要であると考えられる。

また，家族コミュニケーションはSNS 上にも展開されている

(大橋・加藤，2015)。そこで，本研究では，LINE上での子ど

もに対する養育者の応答性が子どもの共感性及びストレスコ

ーピングにどのような影響を与えるのか検討する。 

方法 
①①予予備備調調査査 中学生を調査対象として，家族LINEの形態(頻

度や参加している家族成員等)やLINE 上の家族コミュニケー

ション(方法や内容，長所・短所等)を尋ねた。 

②②本本調調査査  予備調査の質問項目及び結果を参考に質問項目及

び選択肢を選定し，中学生及び大学生を調査対象としてアン

ケートを作成した。質問項目は，家族LINEの形態・内容を尋

ねた。また，青年期養育尺度(内海，2013)，児童用多次元共

感性尺度(長谷川ら，2009)，ストレスコーピング尺度：PHRF

版ストレスコーピング尺度(杉山・児玉，2010)を用い，LINE

上での養育者の応答性及び共感性，ストレスコーピングを尋

ねた。 

結果と考察 
予備調査の結果，家族のグループLINEの利用頻度が少なか

ったことから，本調査では，LINE上でやりとりの多い養育者

1名との個別LINEに着目し，個別LINEにおける養育者の応

答性がどのように共感性やストレスコーピングに影響を与え

ているかについて精査することを目的とした。 

その結果，LINEで最も多くやり取りをする養育者は母親が

多く，頻度は週に数回程度ということ，また，内容に関して

は確認・連絡事項の共有が最も多く，返信形式に関しては文

字とスタンプの形式が最も多いことが示された。 

また，養育者の応答性が共感性及びストレスコーピングに

影響を与えることが示唆され，特に共感性においては視点取

得と共感的関心，ストレスコーピングにおいては認知的再解

釈及び情緒的サポート希求に養育者の応答性が影響を与えて

いることが示唆された。養育者の応答性が共感性に影響を与

える結果がみられた理由としては，LINE上での養育者の受容

的な関わりを認知することによって，子どもが他者の気持ち

や感情を推測することを学習しやすく，また，モデリングの

結果として，視点取得及び共感的関心が高くなった可能性も

考えられる。一方，養育者の応答性がストレスコーピングに

影響を与える結果がみられた理由としては，LINE上での養育

者の受容的な関わりを認知することによって，①子どもは直

面した問題や気持ちを言語化しやすくなる，②支えられなが

ら問題や気持ちを振り返って考えることができる，③自分の

悩み等について“聴いてもらえる”という意識を持ちやすい

結果，ストレス状況に関して再評価・再解釈を行う認知的再

解釈や，感情表出や整理のサポートについて他者に助けを求

める情緒的サポート希求というストレスコーピングをしやす

くなると考えられる。 
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問題と目的 
青年期における友人関係の特徴を，岡田(1999)は「内面的関

係」と「表面的関係」という観点から説明している。このこ

とから，「表面的関係」は「内面的関係」と異なった意味で青

年にとって必要な関係だと考えることができ，現代における

適応的な友人関係は，「内面的関係」と「表面的関係」の両方

が含まれている関係であると考えられる。 
本研究では，青年期の適応的な友人関係を，青年の対人認

知がどのような構造であるか，不安定な青年期を乗り切る力

が得られているかに重きを置いて検討することとする。なお，

本研究では，その力の一つとして，自尊感情の3 様態（全般

的自尊感情・本当の自尊感情・随伴性自尊感情）とソーシャ

ルスキルを用いて検討する。  
仮説は以下の通りである。 

１．「内面的関係」が本当の自尊感情を促進させ，「表面的関

係」が随伴的自尊感情を促進させるのではないか。 
２．「表面的関係」を持つ青年であっても，ソーシャルスキル

が高ければ，本当の自尊感情を促進させるのではないか。 
 

方法 
調査協力者：関東圏の大学生 203 名（男性 84 名，女性 113
名，回答しない6名，平均年齢19.9歳） 
質問紙構成：➀フェイスシート（年齢，性別）②「内面的関

係」と「表面的関係」をとらえるための友人関係尺度（斎藤・

藤井，2009）③全般的自尊感情尺度（伊藤・小玉，2011）④

自己愛人格目録（小塩，2004）⑤本来感尺度（伊藤・小玉，

2005）⑥成人用ソーシャルスキル尺度（相川・藤田，2005） 
 

結果と考察 
「内面的関係」を持っている青年はソーシャルスキルと自

尊感情を高めるということが明らかになった。一方，「表面的

関係」を主に持っている青年では，表面的な友人関係が本当

の自尊感情を低める要因となっていた。以上より，本研究で

は，「内面的関係」は本当の自尊感情を促進させ，「表面的関

係」は本当の自尊感情を軽減させることが示唆され，「内面的

関係」が本当の自尊感情を促進させ，「表面的関係」が随伴的

自尊感情を促進させるのではないかという1 つ目の仮説は一

部のみ支持された。 
また，「表面的関係」は本当の自尊感情を軽減させるが，不

適応的な自尊感情である随伴性自尊感情とはさほど関わりが

ないことが示されたことから，不適応的な自尊感情である随

伴性自尊感情への影響はさほどないが，適応的な自尊感情を

軽減させる要因である「表面的関係」は不適応なものである，

と考えられるだろう。 
しかし，一概に「表面的関係」を持っていることが不適応

につながるとは言えないだろう。本研究において，「表面的関

係」を主に持っている青年では周囲に同調する傾向が強い一

方，「内面的関係」と「表面的関係」を同時に成立させている

青年では自身の意見を主張しながら周囲に合わせることがで

きることが示唆された。また，「表面的関係」を持つ青年は，

ソーシャルスキルが高ければ本当の自尊感情が高まるという

ことも明らかになった。このことから，「表面的関係」を持つ

青年であっても，ソーシャルスキルが高ければ，本当の自尊

感情を促進させるのではないか，という仮説の2 つ目が検証

された。以上から，「表面的関係」は，「表面的関係」だけ持っ

ている場合であれば不適応的であると考えられるが，「内面的

関係」と同時に成立させる場合は適応的であり，ソーシャル

スキルを持つことによって「表面的関係」をもっていても適

応的であるということが示された。 
さらに，「内面的関係」を主にとっている青年は，全般的自

尊感情・本当の自尊感情・随伴性自尊感情のすべてに影響を

与えていたが，「内面的関係」と「表面的関係」を同時に成立

させている青年は，全般的自尊感情と本当の自尊感情に影響

を及ぼしていた。これらのことから，「表面的関係」だけでは

自尊感情を高めることはなく，むしろ低める要素になってい

るが，「内面的関係」と「表面的関係」を同時に成立させてい

ることによって，外的な評価を得たり内的な価値基準を達成

したりすることで得られる不適応的な随伴性自尊感情を促進

させることは少なく，外的成功や他者の評価といったものを

必要としない，自分らしくいることによって自然と生起する

適応的な，本当の自尊感情を高めることができるのではない

かと考えられる。よって，主に「内面的関係」を持つだけで

なく，「内面的関係」と「表面的関係」を同時に成立させてい

ることも青年の適応を高めるためには有用であろう。 
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